２　砂丘畑改良事業（第１次農業構造改善事業）
（１）　砂丘畑の作物

羽合砂丘地の歴史
　天神川から流出した砂と強い北西の季節風によって形成された長さ約１０ｋｍの細長い砂丘地帯は、もと北
と利用　　　　　　　条浜とよばれていたが、元文年間の天神川大改修により分断され、その東分を羽合郷の名にちなんで「羽合浜」とよばれるようになった。


　羽合浜は東西、南北ともにほぼ１.５粁の方形の砂丘地で、東部および南西部（通称高浜）のゆるやかな丘陵のほかは標高３～５ｍのおおむね平担な地形をなしている。


　砂丘浜を農耕地として利用するようになったのは江戸中期以後のことで、当時藩財政の窮乏を打開するために荒EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぶ),蕪)地の開墾が奨励され、新田開発はもちろん畑地開発も大いに進んだ。ことに商品経済の発達につれて家内工業としての木綿生産がさかんになると、本県の砂丘地帯は急速に棉作地化していった。天保年間には因伯の木綿は１,０００,０００反の生産をあげるほどの隆盛をみたといわれ、天下に伯州錦の名声をはくしたのである。
羽合浜の開発
　羽合浜においても、中央部の低湿地は嘉永年間に新田開発がおこなわれたのであるが、安政年間には当時長瀬宿大庄屋格の戸崎文之右衛門（かねやとよび本家）と、戸崎久右衛門（たまやとよび分家）両家の力により、畑地開発が進められ、米作地や畑作地を保護する海岸砂防林の植林もおこなわれた。

　羽合浜の農業開発によって農民の移住もおこなわれ、新川、浜の開拓部落ができていった。
羽合浜の作物
　このころ栽培された畑作物は、棉をはじめ藍、煙草、甘藷などであった。煙草は備中葉が栽培されたが、虫の被害が甚だしく虫とり労力に追われるため、収入がよかったわりに栽培面積はのびず、わずかに刻煙草として自家消費するぐらいで、明治３１年専売制実施とともに作られなくなった。棉作はもっともさかんで高浜をのぞき浜畑一帯に栽培され、その生産量は明らかでないが相当量の収穫があったものと思われる。これらの棉は、上質のものは大部分伯州綿として売られていったようであるが、一部は農家の副業としての木綿生産に使われ、婦女子の手によって綿織物は自家消費だけでなく倉吉でかなり取引きされ、いわゆる「倉吉絣」となって全国に売られていたと思われる。また染色につかわれた藍の栽培は、かなり資本がかかるので少数の農家だけがおこなっていた。　

　しかし砂丘畑は全層が保水力の乏しい砂土からなっており、旱魃による破害は甚大で、これとのたたかいである畑地かんがいは開発と同時にはじまった。畑地には共同の浜井戸が各所に堀られ（浜井戸は免租地として認められたからかなり広い井戸敷をもっていた）、これから地下水をくみあげ、水桶をかついで灌水がおこなわれた。かんがい設備のない当時としては浜井戸は絶対的なもので、地下水がえられないところは開発されず、高浜などは「ちがや」の生えた荒廃地であった。ことに干害のひどい夏季は1日２回以上も灌水をおこなわなければならず、災熱下の作業は俗に「嫁殺し」といわれる重労働であった。


　浜井戸利用による棉作も、第１次産業革命の進展をむかえた明治２０年代のおわりごろには、大量の輸入綿
羽合浜利用による
による紡績工業の発達により消滅の一途をたどっていった。これにかわって生糸の輸出増加による養蚕業が登
養蚕業の振興
場してきた。養蚕は農家にとって最大の現金収入源となるばかりでなく、そのころ漸く過剰気味となっていた労働力を活用するうえからも絶好の副業であったので、急速に普及していった。羽合地区においても明治３０年ごろより養蚕が取り入れられたが、桑は耐早性が強く灌水に労力もかからず、飛砂の害も少なかったので、生産力の低い不毛の砂丘浜でも栽培が可能であり、次第に桑園が増加していった。しかしかんばつ地帯であるための稚蚕専用の「毛ご桑」が作れず、松崎方面より買入れをしていたが、やがて旱害防止のための散水や敷わら栽培、仕立法の改善、魯桑系品種の選定などにより生産性を高めていった。

　このように羽合浜は地下水の得られない高浜も、かんがい用水の欠乏に苦しんだ浜新田も畑に変わり、海岸近くまで一面の桑園と化し、本地区における養蚕全盛期の基礎をつくりあげていった。この間養蚕の盛衰もあり、太平洋戦争下の食糧増産策により甘藷栽培に切りかえられるところもあったが、桑園は依然として砂丘浜の主要な作目に変わりはなく、昭和３０年ごろまで続いた。
換金作物の導入と
　養蚕の衰退にともない地下水の高い地区は普通畑に転換し、終戦後の食糧事情ひっぱくにより夏作は甘藷、

かんがい施設の必
冬作には麦が栽培された。その後、国民生活水準の向上にともなって食生活も変化し、野菜、くだものの需要

要性
が増加してくると、農家は新しい換金作物を導入するようになった。浜畑にぶどうが植えられ、すいか、トマトなどの蔬菜類が目立ってきた。しかしながらこれらの作物は棉花や桑作りとちがい、旱天に枯死し飛砂にも弱いため灌水はふたたび大きな労働負担となってきた。このため、もはや浜井戸による灌水ではとうてい後進的な農業から脱皮することは不可能で、近代的畑作農業に転換するためには労働生産性の高い換金作物を導入し、先進的な砂丘畑地かんがい施設の整備は不可欠なものとなった。
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